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団体所在地 広島市西区井口明神 1-15-11 

団体の名称 サンタクローススクールジャパン株式会社 

職 ・ 氏 名 代表取締役 山口 哲史 

（施設名 リトルニュートンインターナショナル幼稚舎） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○活動報告書は、HPで公表しますので、公開可能な内容としてください。 

○データのサイズは、写真を含め、８Ⅿ以内に収め、ワード文書にて提

出してください。 

○こちらの報告書フォームに沿って全て記入してください。 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

 

・4 月遠足 

・5 月いちご狩り、田植え体験 

・6 月遠足 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

 

・7 月遠足 

・9 月おとまり保育（年長クラス）ダイナミッ

クな自然の中でのキャンプファイヤー、虫とり

体験 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

 

・10 月芋ほり遠足、稲刈り、野菜の収穫体験 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

 

・3 月遠足 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1 枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

 

（エピソード記述） 

 

◎5 月いちご狩り、苗植え体験 

いちご狩りでは、苺がどうやってできているのか、

葉っぱや花はどんな形なのかといったことに注目

しながら行うことができた。緑と赤が混ざってると

いった気づきから、苺ができるまでに興味を持つこ

とができた。 

苗上では、初めて見る虫に驚く姿もあったが、土や

葉、虫などに触れるいい機会となった。 

（エピソード記述） 

◎9 月おとまり保育 ダイナミックな自然の中での

キャンプファイヤー、虫とり体験 

自然の中で初めて寝泊まりする子が多く、お泊りや

活動に期待を持つ子が多かった。カレーやサラダ、

ピザづくりなどの体験に加え、キャンプファイヤー

や夜道の散歩などを楽しむことができた。キャンプ

ファイヤーでは、炎の色の違いや風の音、虫の声な

どに耳を澄ませ、様々なことに気付くことができ

た。 

（写真） 

 

 

 



【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

◎10 月芋ほり遠足、稲刈り、野菜の収穫体験 

芋掘りでは、芋のほり方について教えてもらい、お

いしい食べ方も聞くことができた。活動で得た知識

を保護者に教える姿も見られ、とてもいい機会にな

った。土の中から出てくる幼虫に興味を示す様子も

あり、後日行った戸外活動では、どんな虫がいるの

か虫探しをする姿もたくさん見られた。 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

 

（エピソード記述） 

 

３月バス遠足 

あいにくの雨天で屋外施設での活動となった。 

園では、次回の自然活動に向けて、いろいろな草花

や昆虫の名前を紹介し、さらに興味の幅が広がるこ

とを期待している。 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

 



 

２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12 月） 

   〇広島市自然保育等安全研修に参加（7 月） 

   

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

    〇子ども村に年２回行き、野菜の植え方や育て方について聞く機会を設けている。 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

    〇収穫した野菜を保護者の方に見て触っていただく。 

〇芋ほりの後は子どもたちの収穫していた時の様子などを共有し、収穫した芋を家庭で楽しめるよう、

持って帰っている。 

 

 

・ その他 

〇リトルニュートンインターナショナル幼稚舎は、街中にある園でありながら、少しでも『子どもた

ちが自然と触れ合う機会を持つ』ことを大切にしている。日常的に近隣のロックガーデンやグリー

ンパーク、袋町公園に行き、1歳児～5歳児の園児が一緒に遊んでおり、ロックガーデンでは保育者

の監視のもと安全を確保したうえで、園児たちは大きな岩によじ登り、岩を使って階段のように降

りたり登ったり、落ちている葉っぱや木の実を触ったりにおってみたり、五感を使って楽しんでい

る様子が見られる。グリーンパークでは小さな虫を見つけるのがとっても上手であり、街中の緑の

中にもワクワクする虫がたくさん住んでいるのを見つけました。袋町公園では、普段素通りしてし

まうような木々や花を見つけては、名前を確認したり説明を聞いたり、日常の中の自然を楽しんで

いる。子どもの植物、昆虫に対する興味から図鑑を購入し、さらに深い知識を付けることができる

ようにしている。 

 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNS の URL をご記入ください。 

 

U R L 

 

ホームページ 

https://little-newton.jp/international 

 

 

 


